
農業の楽園を目指して
和田　一良さん
山北／山北町皆瀬川

養鶏３ａ、水稲１ha、
露地野菜１ha、ウメ10ａ

　
「
昔
か
ら
鳥
は
好
き
だ
っ
た
か

ら
」
と
微
笑
む
和
田
さ
ん
。
春
の

息い

吹ぶ
き

を
感
じ
る
皆
瀬
川
の
『
く
だ

か
け
農
園
』
で
は
２
棟
の
鶏
舎
で

約
５
０
０
羽
の
ニ
ワ
ト
リ
が
元
気

に
鳴
い
て
い
ま
す
。
毎
朝
３
０
０

個
ほ
ど
が
産
卵
さ
れ
、『
お
山
の

た
ま
ご
』
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ほ
か
、『
朝
ド
レ
フ
ァ
～
ミ

♪
』
や
近
隣
の
直
売
所
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
、
家
業
を
手
伝
っ

て
い
ま
し
た
が
18
年
前
、
29
歳
の

と
き
に
就
農
。
当
初
、「
飼
料
の

配
合
が
難
し
く
納
得
す
る
卵
が
で

き
ず
、試
行
錯
誤
の
毎
日
だ
っ
た
」

と
和
田
さ
ん
。
今
で
は
く
ず
米
や

米
ヌ
カ
、
魚
の
ア
ラ
、
お
か
ら
な

ど
を
仕
入
れ
、
独
自
で
発
酵
さ
せ

た
も
の
を
気
候
や
ニ
ワ
ト
リ
の
状

態
に
合
わ
せ
て
与
え
る
こ
と
で
味

の
良
い
卵
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

人
里
離
れ
て
い
る
の
で
「
ア
ナ

グ
マ
に
全
滅
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
こ
こ
で
農
業
を
続
け
る

に
は
自
分
で
捕
獲
し
な
け
れ
ば
」

と
わ
な
免
許
を
取
得
。
猟
友
会
に

所
属
し
て
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

和
田
さ
ん
は
山
の
自
然
を
生
か

し
た
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
。

「
こ
れ
か
ら
は
栽
培
技
術
を
も
っ

と
学
ぶ
の
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
場

所
に
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
楽
し

め
る
『
農
業
の
楽
園
』
を
作
り
た

い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

2025

４
vol.223

食と農と暮らしと。 あなたをリードするアクティブ・マガジン食と農と暮らしと。 あなたをリードするアクティブ・マガジン
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Ｊ
Ａ
は
２
月
22
日
に
、
本
店
で
第
３
回

『
組
合
員
セ
ミ
ナ
ー
』
及
び
閉
講
式
を
開

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
組
合
員
27
人
が
受

講
。
閉
講
式
で
は
全
講
座
に
参
加
し
た
12

人
に
天
野
信
一
組
合
長
よ
り
「
セ
ミ
ナ
ー

で
学
ん
だ
こ
と
を
自
身
の
地
域
活
動
の
中

で
生
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
修
了
証
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
協
同
組
合

の
役
割
や
他
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
た

め
に
『
Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
』
の
水
稲
や
お
茶

栽
培
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
最

終
回
と
な
る
第
３
回
で
は
、
午
前
中
は
㈱

野
生
鳥
獣
対
策
連
携
セ
ン
タ
ー
の
阿
部
豪

専
務
取
締
役
を
講
師
に
招
き
「
有
害
鳥
獣

の
生
態
と
効
果
的
な
捕
獲
方
法
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
講
師
は
「
被
害
対
策
の
基

本
は
２
つ
、
防
護
柵
の
設
置
と
捕
獲
を
す

る
こ
と
」
と
話
し
、
効
果
的
な
防
除
と
捕

獲
方
法
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
で
説
明
し
た

あ
と
、
実
際
に
箱
わ
な
を
使
っ
て
確
実
な

捕
獲
方
法
を
指
導
し
ま
し
た
。

　
午
後
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
地
域
で
困
っ
て
い

る
課
題
を
考
え
解
決
策
に
つ
い
て
協
議
し

合
い
、
代
表
者
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
野
生
鳥
獣
防
除
も
地
域

解
決
策
も
地
域
一
丸
と
な
っ
て
行
う
こ
と

が
効
果
的
と
わ
か
っ
た
」
「
自
分
の
地
域

で
も
課
題
解
決
に
向
け
て
話
し
合
っ
て
み

た
い
」
と
今
後
の
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

※
こ
の
活
動
は
Ｊ
Ａ
共
済
の
支
援
を
受
け
て
い

ま
す
。

せ
ん
定
チ
ッ
パ
ー
の
正
し
い

　
　
　
　
操
作
で
事
故
防
止
を

　
農
業
機
械
利
用
事
業
で
貸
し
出
し
て
い

る
せ
ん
定
チ
ッ
パ
ー
の
取
扱
い
動
画
を
こ

の
ほ
ど
制
作
し
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
、

Ｊ
Ａ
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
Y
ｏ
ｕ
T
ｕ
ｂ
ｅ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
視
聴
す
る
こ
と
で
、

機
械
に
不
具
合
が
生
じ
て
も
速
や
か
に
確

認
が
で
き
、
正
し
い
操
作
法
が
理
解
で
き

る
た
め
事
故
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
同
事
業
は
現
在
13
種
類
の
農
業
用
機
械

を
組
合
員
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
事
業

を
利
用
す
る
に
は
事
前
に
全
機
種
の
基
本

操
作
（
バ
ッ
ク
ホ
ー
を
除
く
）
や
安
全
作

業
を
講
習
会
で
学
ん
で
も
ら
い
ま
す
が
、

機
種
の
入
替
等
に
よ
り
「
操
作
方
法
や
対

処
が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
動
画
は
当
Ｊ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
Y
ｏ
ｕ
T
ｕ
ｂ
ｅ
で

24
時
間
確
認
で
き
ま
す
。
な
お
、
基
本
操

作
の
ほ
か
、
枝
が
詰
ま
っ
た
と
き
の
対
処

方
法
や
掃
除
の
仕
方
な
ど
も
解
説
し
て
い

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
今

後
も
主
要
機
種

の
動
画
制
作
を

行
っ
て
い
く
計

画
で
す
。

組合員
セミナー

地
域
と
Ｊ
Ａ
を
結
ぶ
リ
ー
ダ
ー
に

～
組
合
員
12
人
に
修
了
証
を
交
付
～

　

Ｊ
Ａ
で
は
次
世
代
の
組
合
員
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
目
的
に
『
組
合
員
セ
ミ

ナ
ー
』
を
計
３
回
開
催
し
ま
し
た
。
最
終
回
で
は
、
協
同
組
合
の
役
割
や
地

域
で
困
っ
て
い
る
課
題
解
決
方
法
な
ど
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

◆
令
和
７
年
度
支
部
長
・
総
代
合
同
研
修
会

の
開
催
に
つ
い
て

　
協
同
活
動
へ
の
意
識
高
揚
と
組
合
員
及
び
地

域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
発
揮
に
理
解
と
協

力
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
７
年
５
月
17

日
（
土
）
13
時
30
分
よ
り
、
小
田
原
・
三
の
丸

ホ
ー
ル
で
支
部
長
・
総
代
合
同
研
修
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
で
は
、

食
料
・
農
業
・
農
村
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
講
師

に
招
き
『
い
ま
こ
そ
Ｊ
Ａ
に
結
集
し
よ
う
！
』

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
農
地
災
害
復
旧
事
業
補
助
金
交
付
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
８
月
末
及
び
11
月
上
旬
の
豪
雨

に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
管
内
農
地
の
復
旧

事
業
に
つ
い
て
、
当
組
合
が
設
定
し
た
補
助
金

交
付
要
綱
に
定
め
る
基
準
に
よ
り
申
請
者
へ
交

付
す
る
こ
と
を
協
議
し
た
結
果
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
被
災
状
況
は
農
地
の
畑
土
流
出
や
土

砂
流
入
、
石
垣
・
石
積
・
法
面
崩
壊
な
ど
。
申

請
件
数
は
全
体
で
37
件
の
う
ち
、
今
回
は
22
件

１
９
０
万
６
千
円
を
３
月
10
日
に
交
付
す
る
予

定
で
す
。

◆
次
期
役
員
候
補
者
に
つ
い
て

　
役
員
推
薦
会
議
で
協
議
し
決
定
さ
れ
た
次
期

理
事
候
補
者
32
名
（
区
域
25
名
、
区
域
以
外
７

名
）
と
監
事
候
補
者
７
名
を
記
し
た
役
員
推
薦

書
が
提
示
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
第
７
次
３
か
年
計
画
及
び
令
和
７
年
度
事
業
計

画
【
文
言
編
】
（
第
２
案
）
に
つ
い
て

　
昨
年
末
か
ら
協
議
を
進
め
て
い
る
第
７
次
３

か
年
計
画
及
び
令
和
７
年
度
事
業
計
画
の
文
言

編
に
つ
い
て
、
理
事
で
構
成
す
る
専
門
部
会
の

検
討
結
果
を
踏
ま
え
協
議
し
た
結
果
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
総
代
会
資
料
に

記
載
す
る
３
か
年
計
画
書
・
事
業
計
画
書
が
作

成
さ
れ
ま
す
。

理
事
会
だ
よ
り

～
主
な
議
題
～

令
和
７
年
２
月
27
日

かながわ西湘かながわ西湘 N 2025.３.20
ニュースニュースews

天野組合長から修了証を受け取る参加者

箱わなのトリガー方法を学ぶ

せん定チッパー
動画QRコード
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営農コーナー営農コーナー
野菜の栽培ポイント

●キュウリ
　有機質に富む中性の土壌を好み、暑さ（乾燥）と寒さに弱いのが特徴です。

畑の準備……苦土石灰（10kg/a）、堆肥（100kg/a）を定植の1か月前までに投入し、中耕
をしておきましょう。

元　　肥……

育　　苗……種をまく時期は４月下旬から８月上旬で３号ポットに３粒を１cm位の深さにま
きます。
間引きは本葉１～２枚のころに一本立ちにして、本葉３～４枚の苗に育てます。

●カボチャ　
畑の準備……有機質に富む中性の土壌を好むので、苦土石灰（10kg/a）、堆肥（100kg/a）を定植の２週間前

までに施しておきましょう。
元　　肥……定植前に元肥を施して土になじませておきます。

播　　種……箱まきなら、本葉１枚のときポリポットにあげましょう。
(種まき)　　４月以降ならポリポットに１粒まきとします。

定植本数の目安：80本／ａ

●ゴボウ
　耕土が深く肥沃な土壌が最適です。黒土のようなやわらかく水はけのよい土質が適しています。
　ネコブセンチュウの被害が出やすいので、４～５年は同一ほ場での連作は避けましょう。

畑の準備……酸性土壌を嫌うので苦土石灰（10kg/a）と堆肥（100kg/a）を入れて、できるだけ深く80cmくら
いまで耕しておきましょう。下層が固い畑では、種まきの１か月以上前にトレンチャーでまき溝を
深耕し、種まきまでに土を落ち着かせておきましょう。

元　　肥……元肥をすき込み、土を細かく砕きうねを作っておきます。ただし、全面すき込みでは、根の枝分か
れの原因となることがあります。うねの芯への割り肥がよいので施肥時には注意しましょう。

播　　種……種子は皮が硬いので一昼夜水に浸しておき、吸水させておきましょう。
(種まき)　　好光性なのでやっと隠れる程度に覆土するのが発芽させるコツです。

株間15cmで３～４粒の点まきにします。うねをできるだけ高く（10～30cm）するのでうね幅は
100cm位が良いでしょう。播種後は、鎮圧し水はかけないようにしましょう。

　『令和7年度作物別手引き(防除編)』を作成しましたので、ご活用いただくようお願いいたします。
　また、作物別手引きにつきましては、冊子での作成・配付は行っておりませんので、手引きの取得に際して
は、最寄りの支店及び営農経済センター窓口にご希望の作物をお伝えください。
※ホームページにも掲載しておりますので、そちらからでも閲覧できます。(令和7年4月1日更新予定)
　　　　　  当JAのHP作物別手引き栽培編／防除編（https://ja-kanasei.or.jp/member/kumiai/saibai)

令和7年度作物別手引き(防除編)の更新について
お知らせ

（1ａ当たり使用量）
ジシアン有機化成Ｓ806号 15kg 定植前(10日)ようりん ４kg

（1ａ当たり使用量）
ジシアン有機化成Ｓ806号 12kg 定植前ＢＭようりん ２kg

（1ａ当たり使用量）
ジシアン有機化成Ｓ806号 10kg 播種前



今回の特集は、地域ビジョンの『将来へつなぐ組織基盤強化』の中から令和７年度より始める取り組みを紹介します。

特集

　支店運営委員会は、組合員の意思反映・運営参画の場としてＪＡの組織・事業運営を支えています。
　しかしながら現状は、地域の困りごと等を協議できないなど意思反映の機能が十分に発揮されていない場に
なっていませんか？

　ＪＡでは現在、『第７次３か年計画（案）』（令和７年度から令和９年度）を策定中です。この計画
は、将来（概ね10年後）のありたい姿「ビジョン」を掲げ、その実現に向け３年間かけて取り組む計
画で、右の『農業』『地域』『人財』『経営』の４つのビジョンで構成。各項目の主題から１文字ずつ
を取り、『未来志向』をキャッチフレーズにしています。

　ＪＡでは現在、『第７次３か年計画（案）』（令和７年度から令和９年度）を策定中です。この計画
は、将来（概ね10年後）のありたい姿「ビジョン」を掲げ、その実現に向け３年間かけて取り組む計
画で、右の『農業』『地域』『人財』『経営』の４つのビジョンで構成。各項目の主題から１文字ずつ
を取り、『未来志向』をキャッチフレーズにしています。

支部員が正組合員世帯のみで、問題な
く機能が発揮されている支部組織

①これまで通り、組織内で主体的に話し合い課題を解決
します。
②支部規約についても現行のものを使用します。

①正組合員世帯の後継者に加入してもらい、メンバーシッ
プ性を浸透します。
　（ＪＡが一戸複数組合員を推進し、加入促進を支援する）
・正組合員資格がある後継者へ正組合員加入を勧めます。
・現時点で正組合員資格がない後継者には准組合員加入を
勧め、相続時に正組合員へ資格変更していただきます。
②支部規約については現行のものを使用しつつ、修正の必
要が生じた場合には、ＪＡの規約例を参考に直すことも
可能です。

①准組合員でも本人に加入の意思があれば加入していた
だきます。
②支部規約については現行のものを使用しつつ、修正の
必要が生じた場合には、ＪＡの規約例を参考に直すこ
とも可能です。

情報伝達をすべき准組合員を組織化するために、支店
もしくはエリア内で准組合員のみの支部を創設します。

支部員が正組合員世帯のみだが、高齢
化や後継者不足の課題があり、組織内
で解決が難しいと考えられる支部組織

支部員が正組合員世帯中心であるもの
の、支部存続を見据え准組合員を受け
入れても良いと考えている支部組織

支部加入の意思はないものの、食や農
の重要性、協同活動に一定の理解が得
られる准組合員が多数存在する場合

　支店運営委員会が果たすべき機能の１つに協同活動実践機能があります。
　このことを踏まえ、今まで以上に支店運営委員会が主体となり地域農業の課
題解決に向けた協議や「農を基軸とした正組合員と准組合員が交流できる場」
（支店まつりを含む）の一支店一協同活動の展開を目指していきます。
※正組合員の高齢化や減少が進み、協同活動に賛同するＪＡの構成員である准組合員の参加促進が必要不可欠です。 
　准組合員との接点づくりと関係強化に向け、正・准の垣根を取り払い同じ組合員として支店運営に携わっていただ
くことが今後の狙いです。

で未来 志 向

■ 支部組織（生産組合・集落単位の支部）の活動支援をＵＰします！

協同の力を発揮しよう！

支部員（生産組合員）減少への対応策（部員加入促進イメージ図）
支店運営委員会と支部組織の関係性（イメージ図）

■ あなたのための支店運営委員会にします！

そこで!!

●1●1

●2●2

●3●3

●4●4 参考（将来的な構想）

支店運営
委員会

支部組織

■ 支店運営委員会が要の
 　協同活動を実践します！

かなめ

●「支部活動費」「活動助成金」の助成支援をフル活用して下さい。
　組織を維持・育成する「支部活動費」は例年通りの基準で支出します。令和６年度から創設した農業振興に関
する「活動助成金」は令和７年度以降、１支部あたり年間４回まで申請を拡大します。 

    ※詳細は前月発行（３月号）かながわ西湘NEWS欄を参照願います

●組合員加入、各支部への部員加入を進めます。（一戸複数組合員の推進）
　正組合員の高齢化等により、支部員の減少が年々進んでいます。このような状況に少しでも歯止めをかけるた
め、ＪＡでは正組合員世帯の後継者等に正組合員加入を勧めます。また、現時点で正組合員資格が無い後継者
には、将来の正組合員化への備えと支部加入のきっかけづくりとして准組合員加入を勧めます。

「持続可能な農業経営」を実現するため、
  担い手対策と農業所得向上に取り組みます。●未来への農業支援……

総合的経営力の●向上…

将●来へつなぐ
　　 組織基盤強化……
協同組合の
　●志を高める…………

将来へつないでいく組織基盤の確立と
組合員の協同活動を促進します。
協同組合活動を理解し、
志を高く持つ人材育成に努めます。
持続可能な経営基盤の確立のため、
総合事業を通じた経営力向上に努めます。

※人は財産と考えて人財としています

農 業
地 域
人 財
経 営

Yes

No

Yes

No

●支店運営委員が主体となり、地域で困っていることや
　支部での課題を取りまとめ、運営委員同士で共有し解決する方策を
　考える場にしていきます。

①地域内の課題に対する組合員間の情報共有及び意見集約と課題解決
②組合員の支店運営委員会またはJAに対する意見反映
　（上記①で解決できない議題を含む）
③ＪＡからの情報伝達及び諸活動への誘導
④ＪＡ事業に関する諸活動
⑤総代の選出に関する諸手続き
⑥組合員の生産・生活に関する協同活動の推進
⑦組合員間の親睦に関する協同活動の推進
⑧その他目的達成に必要な事項

①支部における諸課題の情報共有と解決策の協議
②支店区域内の組合員に協同活動を推進
③支店事業運営への助言と協力
④組合運営に対する組合員の意思反映
⑤理事会等組合の事業方針の周知

今回の特集は、地域ビジョンの『将来へつなぐ組織基盤強化』の中から令和７年度より始める取り組みを紹介します。

協同組合の

主人公は組合
員の

皆さまです。
地元の仲間と

元気な地域づく
りを

進めましょう。

※ＪＡの支部規約例につきましては、各支店にお問合わせ下さい。
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山
北
支
店
は
２
月
18
日
、
特
殊
詐
欺
か
ら
組
合
員
を
守
ろ
う

と
『
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
き
ま
し
た
。

当
日
は
松
田
警
察
署
員
が
、
詐
欺
の
種
類
や
対
策
、
心
構
え
を

説
明
。
「
特
に
被
害
が
多
い
の
は
オ
レ
オ
レ
詐
欺
。
固
定
電
話

に
は
迷
惑
電
話
防
止
機
器
を
設
置
す
る
な
ど
対
策
を
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
詐
欺
の
手
口
は
巧
妙
化
し
、
県
下
で
は
令
和
６

年
、
約
65
億
５
千
万
円
の
被
害
額
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
支
店

で
は
「
Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
を
装
い
偽
サ
イ
ト
に
誘
導
す
る
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
が
増
え
て
い
る
。
偽
サ
イ
ト
に
は
絶
対
に

ア
ク
セ
ス
し
な
い
で
！
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
支
店
へ
相
談
を
！
」

と
注
意
喚
起
し
て
い
ま
す
。

　
箱
根
支
店
は
２
月
22
日
、
仙
石
原
地
区
の
『
ざ
っ
こ
の
会
』

が
主
催
し
た
『
天て

ん

神じ
ん

講こ
う

』
に
協
力
し
、
地
元
の
小
学
生
を
対

象
に
シ
イ
タ
ケ
の
菌
打
ち
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
同
会
は
子
ど

も
向
け
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
中
で
も
『
天
神
講
』
は
、

学
問
の
神
様
で
あ
る
『
菅
原
道
真
』
の
よ
う
な
立
派
な
人
に
な

れ
る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
が
学
び
成
長
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
同
会
の
メ
ン
バ
ー
が
「
強
く
た
た
く
と
菌
が
死
ん

で
し
ま
う
の
で
、
や
さ
し
く
菌
打
ち
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と

説
明
。
子
ど
も
た
ち
は
大
人
の
協
力
で
植
菌
を
体
験
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
は
「
シ
イ
タ
ケ
は
嫌
い
だ
っ
た
け
ど
、
自
分

で
菌
を
打
っ
た
ら
収
穫
が
楽
し
み
に
な
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
住
宅
ロ
ー
ン
利
用
者
に
も
っ
と
Ｊ
Ａ
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
用
い
た
『
住
宅
ロ

ー
ン
ご
利
用
あ
り
が
と
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
昨
年

８
月
か
ら
11
月
末
ま
で
行
い
ま
し
た
。
期
間
中
、
同

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
は
約
１
，
５
０
０
人
が
友
達
登
録
。
そ

の
中
か
ら
抽
選
で
国
内
旅
行
券
や
管
内
の
い
ち
ご
狩

り
、
『
朝
ド
レ
フ
ァ
～
ミ
♪
』
の
商
品
券
な
ど
を

１
６
０
組
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一

つ
『
い
ち
ご
狩
り
マ
イ
カ
ー
ト
ラ
ベ
ル
ツ
ア
ー
』
の

第
１
弾
が
２
月
22
日
に
行
わ
れ
、
管
内
の
観
光
園
で

25
組
約
１
０
０
人
が
真
っ
赤
な
完
熟
イ
チ
ゴ
に
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
こ
ん
な
近

く
で
い
ち
ご
狩
り
が
楽
し
め
る
な
ん
て
び
っ
く
り
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
地
元
産
を
味
わ
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

完熟イチゴをほおばる参加者

菌
打
ち
を
体
験
す
る
子
ど
も
た
ち

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
で

　
　
　
　
お
得
を
ゲ
ッ
ト
！

～
住
宅
ロ
ー
ン
利
用
者
が
地
産
地
消
～

特
殊
詐
欺
に
ダ
マ
さ
れ
な
い
！！

子
ど
も
の
成
長
を
願
っ
て

～
山
北
支
店
で
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
開
催
～

～
箱
根
支
店
が
地
域
の
行
事
に
協
力
～

松田警察署員㊨から熱心に話を聞く参加者
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助
け
合
い
組
織
す
み
れ
会
は
２
月
５
日
に
小
田
原
市

の
川
東
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
マ
ロ
ニ
エ
で
減
塩
料
理
講
習

会
を
開
き
ま
し
た
。
会
員
ら
15
人
が
参
加
し
、
豆
乳
の

台
湾
ス
ー
プ
な
ど
６
品
を
手
際
よ
く
仕
上
げ
ま
し
た
。

関
田
雅
代
会
長
は
「
学
ん
だ
レ
シ
ピ
を
た
く
さ
ん
の
人

に
広
め
て
健
康
維
持
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

込
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
厚
生
労
働
省
の
食
塩
摂
取
目

標
を
踏
ま
え
て
一
食
６
品
で
3
ｇ
以
内
に
抑
え
る
メ
ニ

ュ
ー
を
選
び
ま
し
た
。
会
員
か
ら
は
「
か
つ
お
節
や
桜

エ
ビ
の
う
ま
味
が
し
っ
か
り
と
感
じ
ら
れ
て
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
た
。
友
達
に
も
教
え
て
あ
げ
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

　
朝
ド
レ
フ
ァ
～
ミ
♪
で
『
下
中
た
ま
ね
ぎ
』
を
使
っ
た
『
下
中

玉
ね
ぎ
朝
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
』
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
４
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
『
朝
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
』
の
第
３
弾
で
、
先

に
開
発
し
た
『
湘
南
ゴ
ー
ル
ド
』
『
小
田
原
の
梅
』
と
違
う
味
わ

い
で
楽
し
め
る
よ
う
、
タ
マ
ネ
ギ
と
相
性
の
良
い
黒
酢
を
ベ
ー
ス

に
選
び
、
細
か
く
刻
ん
だ
タ
マ
ネ
ギ
と
合
わ
せ
ま
し
た
。
「
下
中

た
ま
ね
ぎ
の
甘
み
と
黒
酢
の
コ
ク
が
マ
ッ
チ
し
て
お
い
し
い
」
と

人
気
で
す
。
黒
栁
勇
店
長
は
「
３
品
そ
れ
ぞ
れ
ベ
ー
ス
が
違
う
の

で
、
ぜ
ひ
朝
ド
レ
で
購
入
し
た
農
産
物
と
と
も
に
味
わ
っ
て
欲
し

い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
朝
ド
レ
フ
ァ
～
ミ
♪
の
ほ
か
、
県
内

の
Ｊ
Ａ
直
売
所
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
待
ち
に
待
っ
た
直
売
所
が
完
成
!!
２
月
26
日
に
報

徳
支
店
に
『m

arché 

ほ
う
と
く
』
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
と
し
て
は
17
店
舗
目
。
当

日
は
、
運
営
委
員
会
な
ど
の
組
織
や
部
会
加
入
者
14

人
が
キ
ャ
ベ
ツ
や
ダ
イ
コ
ン
、
お
米
や
花
な
ど
10
種

類
以
上
を
出
荷
し
ま
し
た
。
管
内
の
堀
之
内
地
区
か

ら
買
い
物
に
訪
れ
た
女
性
は
「
学
校
に
花
を
飾
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。
直
売
所
で
買
っ
た
季

節
の
花
を
子
供
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
『m

arché 
ほ
う
と
く
』
の
鶴

井
豊
会
長
は
「
地
元
の
人
の
た
め
に
も
お
得
感
の
あ

る
マ
ル
シ
ェ
を
長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
生
産
者
み
ん

な
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

※
こ
の
活
動
は
Ｊ
Ａ
共
済
の

支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

盛
り
付
け
を
す
る
会
員

新
発
売
の
『
下
中
玉
ね
ぎ
朝
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
』

『marché　 ほうとく』
のメンバー

地場産がいっぱい
そろっています

毎週水曜日営業
８：30〜14：30

夢
の
直
売
所
が
オ
ー
プ
ン
♥

減
塩
料
理
で
健
康
と
長
寿
に

朝
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
✨

～
報
徳
支
店
に「m

マ

ル

シ

ェ

arché 

ほ
う
と
く
」誕
生
～

～
助
け
合
い
組
織
す
み
れ
会
が
料
理
講
習
会
～

～
黒
酢
ベ
ー
ス
の
『
下
中
た
ま
ね
ぎ
』
味
～



農林水産省補助事業等に
『みどりチェック』が義務化されます

　農林水産省は令和６年度から８年度までの試行を経て、令和９年度より
すべて補助金等の交付を受けるには『環境負荷低減のクロスコンプライア
ンス（みどりチェック）』の取り組みを義務化することとしています。

G A S

どうして農林水産業で環境負荷低減に取り組まなければならないの？

N P K

適正な
防除

エネルギー
の節減

悪臭・害虫
の発生防止

廃棄物の発生抑制
循環利用・適正処分

農林水産業は環境の影響を受けやすいことに
加え、農林水産業自体が環境に負荷を与えて
いる側面もあります。
このため、日頃の事業活動の中で新たな環境
への負荷が生じないよう、７つの基本的な取
り組みを実践することが重要です。

例
え
ば
…「みどりチェック」に取り組むことで、皆さ

まが日頃から環境にやさしい取り組みを実践
されていることを明らかにし、消費者の理解
と評価を深めることにもつながります。

地球温暖化
による
気候変動

大規模自然
災害の増加

CO2メタン

「みどりチェック」の７つの基本的な取り組みとポイント
適正な
施肥

農林水産業には環境によい多面的機能が
ある一方で、環境に負荷を与えている
側面もあります

「みどりチェック」は誰もが取り組める
環境負荷低減への「初めの一歩」です。

肥料の
ムダを
なくす

農薬を
正しく
使う

省エネ
を行う

臭いや害虫
の発生源
の管理

ゴミ削減
資源の
有効活用

不必要な
防除の
削減

法律を
守る 等

生物多様性への
悪影響の防止

環境関係
法令の遵守

詳しくは農林水産省大臣官房
みどりの食料システム戦略グループ
電話（直通）03(6744)1865 QRコード

〒250-0874 神奈川県小田原市鴨宮627番地
TEL：0465（47）8125本店

●かながわ西湘４月号（vol.223）令和７年３月20日（毎月20日発行）
●発行／かながわ西湘農業協同組合　●発行責任者／宇留間優
●編集／組織企画部組織広報課

ＪＡかながわ西湘ホームページ▶https://ja-kanasei.or.jp/ かながわ西湘

インフォメーション

西
湘
き
ん
じ
ろ
う

ＪＡかながわ西湘は2025年国際協同組合年
(またはIYC2025)に賛同しています

決算・棚卸に伴う各営農経済センター及び
開成グリーンセンターの営業について

令和７年 ３月31日（月）
営業時間 ８：40～12：00まで

令和７年 ４月 １日（火）
営業時間13：00～16：00まで

支店名 検診日時
山北 令和７年８月４日（月）

14：00～清水
福沢

支店名 健診日

大井 令和７年 ６月 ６日（金）
令和７年 ６月12日（木）

山北 令和７年 ７月18日（金）
令和７年 ９月 １日（月）

清水 令和７年 ７月 ９日（水）
令和７年 ８月 ８日（金）

南足柄 令和７年 ６月 ２日（月）
令和７年 ７月 ４日（金）

岡本 令和７年 ７月 ２日（水）
令和７年 ８月 ６日（水）

福沢 令和７年 ６月11日（水）
令和７年 ９月 ５日（金）

開成
令和７年 ６月13日（金）
令和７年 ６月18日（水）
令和７年 ７月25日（金）

支店名 健診日
足柄 令和７年 ７月23日（水）
報徳 令和７年 ８月28日（木）
成田 令和７年 ６月25日（水）

下府中 令和７年 ７月 ７日（月）酒匂
曽我の里 令和７年 ８月12日（火）

下中 令和７年 ８月22日（金）

片浦 令和７年 ６月23日（月）
令和７年 ８月18日（月）

大窪・早川
（城南） 令和７年 ７月16日（水）

国府津 令和７年 ７月14日（月）
湯河原

令和７年 ６月 ９日（月）湯河原中央
真鶴駅前

令和７年度　送迎付き団体日帰り人間ドック（４月から９月計画分） 送迎付き子宮・乳がん検診実施予定
（４月から９月計画分）

お問合わせは各営農経済センターまたは経済部購買課　☎ 0465(47)0030  まで

支店及び各営農経済センター等でお買い求めください

詳しくは、各支店まで
お問合せください

　　　年に１度は体のチェックをしませんか

ＪＡ飲料が期間限定価格で販売！
令和７年４月１日(火)～10月31日(金)ＪＡ飲料キャンペーン

◎湘南ゴールド
　スカッシュ

◎梅の風 ◎みかん畑 ◎湘南ゴールド ◎足柄茶 ◎ほうじ茶 ◎箱根山麓紅茶

290㎖×24本
3,000円（税込）

290ｇ×24本
2,500円（税込）

195ｇ×30本
3,500円（税込）

290ｇ×24本
3,000円（税込）

490ｇ×24本
3,000円（税込）

290ｇ
×24本
2,800円（税込）

465ｇ×24本
3,000円（税込）

490ｇ×24本
3,000円（税込）

※健診場所は、健康管理センターあつぎです。厚木市酒井3132　☎046(229)3731

※検診場所は、健康管理センターあつぎです。
　厚木市酒井3132　☎046(229)3731

JAの健診

※10月からの
　令和７年度計画分については
　８月号で掲載します

※中井・山北支店経済窓口も含みます


